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太
陽
の
な
い
地
球

地
球
は
太
陽
系

の

一
惑
星
で
す
。

も
ち
ろ
ん
太
陽
の
な
い
地
球
を
想
像

で
き
る
人
は
、　
一
人
も
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
太
陽
光
線
に
よ

っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
厖
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地

球
に
降
り
注
い
で
い
る
か
ら
こ
そ
、

緑
豊
か
な
大
地
が
拡
が
り
、
無
数

の

生
命
で
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
す
。
太

陽
が
燃
え
尽
き
て
太
陽
光
線
が
な
く

な

っ
た
ら
、
地
球
は
凍
て

つ
く
大
地

が
荒
涼
と
拡
が
る
死
の
世
界
が
残
る

だ
け
で
す
。

健
康
線
と

呼
ば
れ
た
紫
外
線

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
源
は
、
太

古

の
日
光
療
法
に
遡
り
ま
す
。
太
古

の
人
々
は
太
陽
光
線
の
恵
み
を
信
じ
、

現
代
医
学

の
祖
と
さ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
を
始
め
多
く
の
先
人
は
、
実
際
に

日
光
療
法
を
臨
床
に
応
用
し
、
健
康

増
進
、
疾
病
予
防
な
ら
び
に
治
療
に

有
効

な

こ
と
を
書
き

残

し

て

い
ま

す
。太

陽
光
線
に
目
に
見
え
る
可
視
線

の
外

に
目
に
見
え
な
い
紫
外
線
、
赤

外
線
が
含
ま
れ
る

こ
と
が
分
か

っ
た

の
は
１９
世
紀
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。
２０

世
紀
に
な

っ
て
、

日
焼
け
は
紫
外
線

に
よ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
焼
け
と

健
康

に
欠
か
せ
な

い
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の

生
成

に
代
表
さ
れ
る
光
産
物
（光
科

学
作

用
）
の
生
成
は
同
義

で
あ
る

こ

と
が
発
見
さ
れ
、
自
然
界
を
支
配
し

て
い
る
摂
理
に
紫
外
線

の
恵
み
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
紫
外
線
を
別

称
で
健
康
線
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た

の
で
す
。

し
か
る
に
昨
今
、
紫
外
線
に
よ
る

な
ら
な
い
と
思
い
込
ま
せ
よ
う
と
す

る
風
潮
が
あ
り
ま
す
。
紫
外
線
は
透

過
力
が
弱
く
皮
膚
で
吸
収
さ
れ
て
深

部
に
は
達
し
ま
せ
ん
の
で
、
内
臓
臓

器
の
老
化
は
紫
外
線
の
せ
い
に
出
来

な
い
の
に
対
し
、
直
接
紫
外
線
を
浴

び
る
皮
膚
を
格
好
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に

し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
殊
更
に
紫

外
線

の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
強
調

す
る
傾
向
が
顕
著
な
た
め
、
今
で
は

善
意
の
多
く
の
人
々
が
紫
外
線
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悪
物
と
思
い

込
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
、
太
陽
光
線
は
綿
々

と
地
球
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
来
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
太

陽
光
線
に
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
紫
外

線
も
ま
た
、
人
を
含
め
て
生
態
系
全

般
に
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
果

た
し
て
い
る

こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。日

焼
け
は

健
康
の

シ
ン
ボ
ル

光
線
の
生
物
に
及

ぼ
す
作
用
は
、
そ
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
際
、
照
射
局
所
に
限
局
す
る
作
用

を
直
接
作
用
、
照
射
部
位
で
生
成
さ

れ
た
光
産
物
が
血
液
や
リ
ン
パ
液
を

介
し
て
全
身
を
循
環
し
、
標
的
器
官

に
達
し
て
作
用
す
る
の
を
間
接
作
用

と
呼
び
ま
す
が
、
間
接
作
用
は
紫
外

線
が
担

っ
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば

骨
を
丈
夫
に
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
の
間

接
作
用
の
恩
恵
に
浴
す
る
に
は
、
紫

外
線
を
浴
び
て
日
焼
け
す
る
こ
と
が

避
け
て
通
れ
な
い
の
で
す
。

紫
外
線
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
し

た
ド
ル
ノ
ー
は
、
夏
季

の
紫
外
線

の

最
短
ス
ペ
ク
ト
ル
が
冬
季
よ
り
短
い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
夏
に
生
ま
れ

た
子
供

の
健
康
が
冬
に
生
ま
れ
た
子

供
に
勝
る
理
由
は
紫
外
線

の
性
状

の

違
い
に
あ
る
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
健
康
に
役
立

つ
紫
外
線

が
増
え
ま
す
か
ら
、
元
気
に
外
で
飛

び
回

っ
て
遊
ぶ
子
供
は
必
ず
日
焼
け

し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
青
自
い
顔

の

子
供
に
は
弱
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ

っ
て
も
健
康
な
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
人
も
同
様
で
青
自
い
イ

ン

テ
リ
で
は
健
康
で
活
動
的
な
イ
メ
ー

ジ
と
は
程
遠
い
の
で
す
が
、
最
近
流

行
り
の
美
自
と
言
う
言
葉
を
繰
り
返

し
聞
か
さ
れ
る
と
洗
脳
さ
れ
そ
う
で

す
。
し
か
し
美
自
は
自
然
の
道
理
に

適
わ
な
い
戯
言
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
太

古

の
時
代
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
た
、

日
焼
け
は
健
康

の
シ
ン
ボ
ル
こ
そ
が

不
変

の
真
理
な
の
で
す
。

日
焼
け
を
お
肌
の
大
敵
と
断
じ
、
老

化
の
中
か
ら
皮
膚
の
老
化
に
限

っ
て
、

紫
外
線
に
よ
る
日
焼
け
が
主
因
の
光

老
化
と
決
め
付
け
る
道
理
に
合
わ
な

い
屁
理
屈
で
自
然
の
決
め
事
を
否
定

し
、
紫
外
線
の
恵
み
な
ん
か
屁
に
も

道
理
に
適
う
の
は

―

紫
外
線
は
健
康
線

―

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
　
サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
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学
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症  例 :58歳、女性 。
主  訴 :疲れ やす い。 睡眠不足。
起始・ 経過 :以前 か ら、寝 つ きが悪 く睡眠不

足 の傾 向 にあ り、疲れ やす い等 の不

定愁訴 を訴 え、近 医にて 睡眠薬 を処

方 して も ら うこともあ った。

今 回 は、知人 の紹介で 、疲労感 の 回

復 目的 にて来 院。

治  療 :側臥位 にて 45分、 4灯照射。
腹部  (BD)、 背部  (BD)、 膝  (AB)、

足裏  (AB)。

前 頭部 (BD)を 20分照射 。

経  過 :治療 を 開始 して か ら数 回で身体 が軽
くな る よ うに感 じ始 め、熟 睡で きる

よ うになる。現在 は、以前 に比べ 、

入眠が早 くな り良好な睡眠 もとれて、

疲労感 は軽減 して いる。

病
気
の
解
説

私
た
ち
の
現
代
社
会
で
は
、
２４
時

間
営
業
の
店
が
増
え
た
こ
と
に
始
ま

り
、
深
夜

の
テ
レ
ビ
番
組
が
豊
富
に

な

っ
た
こ
と
、
仕
事

の
関
係
で
夜
更

か
し
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
等
で
、

必
ず
し
も
夜
は
寝
る
時
間
で
な
く
な

り
、
昼
夜

の
逆
転
が
起
こ
り
や
す
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ヒ
ト
は
、
元
来
、
夜
行
性

の
生
き
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ラ

イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、
体
内
時

計
を
狂
わ
し
て
睡
眠
障
害
を
起
こ
す

と
と
も
に
、
確
実
に
健
康
を
損
な
い
、

病
気

の
引
き
金
と
な
る
の
で
す
。

ヒ
ト
の
体
内
時
計
は
、
脳
の
視
交

叉
上
核
と
い
う
場
所
に
あ
り
、
太
陽

光
に
同
調
し
て
、
正
し
く
働
い
て
い

ま
す
が
、
光
な
ら
何
で
も
い
い
わ
け

で
な
く
、
照
度
と
の
関
係
か
ら
太
陽

光
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
視
交

叉
上
核
か
ら
の
命
令
に
よ
り
、
体
内

時
計
と
密
接
に
関
係
す
る
脳
内
の
ホ

ル
モ
ン
、
セ

ロ
ト

ニ
ン
と
メ
ラ
ト

ニ

ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
セ

ロ
ト

ニ
ン

と
メ
ラ
ト

ニ
ン
は
、
反
対

の
関
係
に

あ
り
、
朝
起
き
て
目
か
ら
太
陽
光
が

入
る
と
セ

ロ
ト

ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

日
中
活
動
す
る
た
め
の
元
気
が
与
え

ら
れ
、
太
陽
が
沈
む
と
、
メ
ラ
ト

ニ

ン
が
分
泌
さ
れ
、
セ

ロ
ト

ニ
ン
の
役

目
は
終
了
し
ま
す
。

セ

ロ
ト

ニ
ン
は
脳
内
に
あ
る
情
報
伝

達
物
質
で
、
心
と
体
の
活
力
に
関
係

し
、
平
常
心
を
形
成
す
る
働
き
を
有

す
る
た
め
、
慢
性
的
な
セ

ロ
ト

ニ
ン

不
足
は
、
ヒ
ト
を
う

つ
状
態
に
陥
ら

せ
た
り
、
キ
レ
や
す
く
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
メ
ラ
ト

ニ
ン
は
、
セ

ロ
ト

ニ

ン
か
ら
合
成
さ
れ
、
脳

の
松
果
体
か

ら
分
泌
さ
れ
る
睡
眠
に
は
欠
く
こ
と

が
で
き
な
い
ホ
ル
モ
ン
で
、
メ
ラ
ト

ニ
ン
が
不
足
す
る
と
、
決
し
て
良
好

な
睡
眠
は
と
れ
ま
せ
ん
。
メ
ラ
ト

ニ

ン
の
分
泌
は
、
夕
方
６
時
頃
か
ら
始

ま
り
、
徐
々
に
上
昇
し
て
、
午
前
０

時
か
ら
２
時
頃
に
ピ
ー
ク
に
達
し
ま

す
。
人
の

一
生
を
通
じ
て
、
メ
ラ
ト

ニ
ン
の
分
泌
量
は
変
化
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
３
歳
か
ら
５
歳

く
ら
い
に
か
け
、
メ
ラ
ト

ニ
ン
シ
ャ

ワ
ー
と
い

っ
て
、
分
泌
量
は
急
激
に

増
加
し
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
大
人
と

一
緒
に
な
り
、
１８
歳
前
後
を
境
と
し

て
メ
ラ
ト

ニ
ン
の
分
泌
は
減
少
し
ま

す
。
そ
し
て
、
高
齢
に
な
る
と
、
さ

ら
に
メ
ラ
ト

ニ
ン
分
泌
量
が
低
下
す

る
た
め
、
睡
眠
障
害
は
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

病
気
と
光
線
療
法

良
好
な
睡
眠
に
は
、
太
陽
光
を
も

と
に
体
内
時
計
が
き
ち
ん
と
正
確
に

働
き
、
脳
内
の
セ

ロ
ト

ニ
ン
と
メ
ラ

ト

ニ
ン
が
、
十
分
に
分
泌
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
特
に
睡
眠
を
主
体

に
考
え
る
と
、
メ
ラ
ト

ニ
ン
の
合
成

を
促
す
こ
と
が
大
切
で
、
メ
ラ
ト

ニ

ン
は
セ
ロ
■

ニ
ン
か
ら
作
ら
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
の
材
料

と
な
る
ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン

（大
豆
、

レ
バ
ー
、
乳
製
品
に
多
く
含
ま
れ
る
）

を
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
神
経
は
、
リ
ズ
ム

性
運
動
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
よ

り
、
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
分
か

っ

て
い
ま
す
。

睡
眠
障
害
に
お
け
る
光
線
療
法
で

は
、
午
前
中
に
、
ま
ぶ
た
を
閉
じ
、
前

頭
部
か
ら
顔
面
を
照
射
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
体
内
時
計
を
正
常
に
戻
す

効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
就
寝

前
に
、
足
裏
を
照
射
す
る
こ
と
に
よ

り
、
身
体
が
程
よ
く
温
ま
り
、
入
眠

が
促
さ
れ
ま
す
の
で
お
試
し
下
さ
い
。
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ツガ彩

υοJ.θθ 宇都宮正範

第
十
三
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
今
年
度
も
、
第
十
三
期
サ
ナ
モ

ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
東
京
に

て
開
講
し
ま
す
。
光
線
治
療
院
の
開

業
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
や
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い

と
お
考
え
の
方
は
、
是
非
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
（〇

二
‐
五
七
五
九

―
三
七

一
〇
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
四
月
十
九
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
光
線
治
療
院

猪

口
　
清
美
治
療
師

⌒十

二
期
）

電
話

¨
〇
七
一
下

七
〇
〇
‐
八
八
八
〇

住
所

¨
大

阪
府

箕

面
市
船

場

西

一
―

十

二
―
十

七

営

業

時

間

¨

一
〇
時

～

二
〇
時

（完
全
予
約
制
）

一
言

¨
当
院
は
大
阪
箕
面
国
定
公
園

の
麓
で
、
自
然
豊
か
な
地
に
あ
り
ま

す
。
新
大
阪
駅
と
大
阪
伊
丹
空
港
か

ら
と
も
に
車
で
１５
分
、
ア
ク
セ
ス
も

良
好
で
、
京
都
や
奈
良
、
和
歌
山
な

ど
の
関
西
圏
だ
け
で
な
く
、
東
京
や

山
梨
か
ら
も
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
を
施
術
の
中
心
に
据

え
た
自
然
治
癒
力
の
増
進
に
あ
り
ま

す
が
、
看
護
師
と
し
て
の
豊
富
な
臨

床
経
験
か
ら
習
得
し
た
リ
ン
パ
ド
レ

ナ
ー
ジ

ュ
（リ

ン
パ
浮
腫
を
ケ
ア
す

る
技
術
）に
、
食
生
活
や
生
活
習
慣

の
改
善
な
ど
を
加
え
た
総
合
的
な
体

質
改
善
療
法
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

私
と
サ
ナ
モ
ア
と
の
出
会
い
は
、
当

院
を
開
設
し
て
間
も
な
い
頃
で
、
ハ
ー

ド
な
仕
事
が
続
き
、
日
光
を
浴
び
る

機
会
が
遠
の
き
、
体
調
を
崩
し
て
い

た
時
で
す
。
施
術
の
疲
労
に
よ
る
全

身
倦
怠
、
浮
腫
に
加
え
、
腰
、
一肩
と

全
身
に
痛
み
が
蓄
積
し
た
よ
う
な
状

態
が
続
き
、
睡
眠
時
に
寝
返
り
も
う

て
な
い
状
態
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な

時
に
サ
ナ
モ
ア
に
出
会

っ
た
わ
け
で

す
。
照
射
を
開
始
し
た
当
初
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
を
当
て
て
も
、

暖
か
く
感

じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
〓
一日
目
頃
か
ら
、
自
然
と
汗

を
か
き
始
め
、
ま
る
で
体
内

に
蓄
積

さ
れ
た
不
純
物
が
排
泄
さ
れ
る
よ
う

な
思
い
で
し
た
。
一
日
に
二
、
一二
時
間

の
全
身
照
射
を
始
め
て
か
ら
ほ
ぼ
十

日
で
完
治
し
、
以
前
よ
り
、
若
々
し
く

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
分
自
身
の
体
験
か
ら
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
、
是
非
と
も

来
院
さ
れ
る
方
々
の
自
然
治
癒
力

の

増
進

に
活
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
強

く
思
い
、
昨
年
養
成
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。
今
で
は
多
く
の
方
々
に
、

大
変
喜
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

猪口 清美先生

徐 募 集 器

当協会 の処 貴 に賛月 され 、

サナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 ける方 、治療 院 の

開 業 を検 吉すなさ りた い方 は 、

お問 い合 わせ くだ さい

T153-0063
東 京 都 目黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759-3710
FAX (03)5759… …3720
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□
□
回
□
□

脊
柱
管
狭
窄
症
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
の
効
果

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

勧
め
ら
れ
て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
初
め
Ｂ
Ｂ
カ
ー

ボ
ン
で
腰
部
を
２０
分
照
射
。
次
に
、

集
光
器
を
使
用
し
て
、
患
部
で
あ
る

第
四
、
五
腰
椎
の
部
位
を
４０
分
照
射
。

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
に
変
更
し
て
、
背
部

１０
分
、
腹
部
２０
分
、
膝
２０
分
、
ふ
く
ら

は
ぎ
２０
分
、
足
裏
２０
分
を
照
射
し
た
。

翌
日
か
ら
、
自
宅
で
の
光
線
治
療

症
例
　
６８
歳
　
男
性

症
状
　
五
十
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
時
々

腰
痛
を
自
覚
し
て
い
た
が
、
痛
み
が

増
強
し
た
た
め
、
近
医
を
受
診
。
加

齢
に
伴
う
変
形
性
脊
椎
症
と
診
断
さ

れ
、
鎮
痛
剤
を
処
方
さ
れ
て

一
か
月

で
軽
快
し
た
。
五
年
程
経

っ
た
頃
、

再
び
腰
痛
を
自
覚
。
前
回
と
異
な
り
、

歩
行
時
に
下
肢
に
強
い
痛
み
と
し
び

れ
を
認
め
、
睡
眠
も
十
分
に
と
れ
な
く

な
る
。
病
院
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
施
行

し
た
結
果
、
脊
柱
管
狭
窄
症
と
診
断
。

薬
物
療
法
に
て
経
過
観
察
と
な
る
が
、

痛
み
は
内
服
し
た
際
、　
一
時
的
に
軽

減
す
る
程
度
で
、
経
過
中
に
消
化
器

症
状
も
出
現
。
担
当
医
か
ら
は
手
術

を
勧
め
ら
れ
た
が
、
手
術
に
は
前
向

き
に
な
れ
ず
悩
ん
で
い
た
時
、
義
妹

か
ら
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
熱
心
に

□
□
回
□
□

交
通
事
故
後
の
痛
み
が

一　
　
　
サ
ナ
モ
ア
で
軽
快
し
た

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

山
崎
　
い
く
子
曾
笙
則
巴
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
九
二
Λ
薫
執
二一日
一二“
〓
軌

首
を
骨
折
し
、
腰
や
膝
を
打
撲
し
た
。

数
日
間
の
入
院
治
療
を
行
い
退
院
と

な
る
が
、
痛
み
な
ど
の
症
状
が
、
な

症
例
　
６０
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
愛
用
者
。
オ
ー
ト

バ
イ
で
通
勤
中
に
事
故
に
遭
い
、
足

を
開
始
し
た
が
、
同
様

の
方
法
で
行

い
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
時
に
は
、

一
日
に
二
回
以
上
照
射
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
。
開
始
し
て
四
日
目
頃
か

ら
、
下
肢
の
痛
み
で
夜
間
に
目
覚
め

る

こ
と
は
な
く
な
り
、
二
週
間
後
に

は
、
バ
ス
停
ま
で
約

一
キ

ロ
の
距
離

を
途
中
体
ま
ず
に
歩
け
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
頃
、
軽
い
し
び
れ
は
残

っ

て
い
た
も
の
の
、
夜
も
十
分
な
睡
眠

を
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
気
分
が
明

る
く
な
る
。
サ
ナ
モ
ア
を
続
け
る
こ

と
で
、
確
実
に
良
く
な
る
だ
ろ
う
と

実
感
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
喜
ん
で
い
る
。

か
な
か
改
善
し
な
い
た
め
、
サ
ナ
モ

ア
で
治
し
た
い
と
相
談
さ
れ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
で
、
足
裏
２０
分
、
膝
、
膝
裏
、
腰

部
、
股
関
節
、
足
首
を
各
３０
分
照
射
。

そ
の
後
、
集
光
器
を
使
用
し
て
、
膝

関
節
の
前
後
、
足
首
を
各
３０
分
照
射
。

骨
折
し
た
足
首
に
対
し
て
は
、　
一
日

に
二
回
以
上
、
必
ず
照
射
す
る
よ
う

指
示
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
頂

い
た
経
過
報
告
で
は
、
打
撲
し
た
箇

所

の
痛
み
は
消
失
し
た
が
、
足
首
に

少
し
痛
み
が
残

っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
こ
ち
ら
か
ら
は
、
足
首
は
特

に

時
間
を
か
け
て
照
射
す
る
こ
と
、
ま

た
、
今
後
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
頚

椎
に
も
照
射
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

二
年
後
に
別
件
に
て
電
話
を
頂
い
た

際
に
は
、
足
首
は
ほ
ぼ
完
全
に
治
り
、

後
遺
症
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
と
大
変

喜
ば
れ
て
い
た
。
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□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
点
滴
後
に

出
現
し
た
薬
疹
を
治
療

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
言
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
７７
歳
　
男
性

症
状
　
平
成
１９
年

７
月
、
病
院
に
て

点
滴
に
よ
る
治
療
を
受
け
て
退
院
し

た
が

（
原
疾
患

の
詳
細
は
不
明
）
、

し
ば
ら
く
し
て
、
薬
疹
と
思
わ
れ
る

皮
膚
症
状
が
出
現
し
た
た
め
来
所
さ

れ
た
。
当
初
、
顔
は
赤
味
が
か
り
、

両
手
、
両
下
腿
が
腫
れ
て
む
く
み
、

薬
疹

の
よ
う
な
湿
疹
を
認
め
、
ふ
ら

つ
い
た
状
態
で
、
杖
を

つ
か
な
け
れ

ば
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態

で
あ

っ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
Ｂ
Ｄ
と
Ａ
Ｂ
カ
ー

′
ボ

ン
を
患
者

の
状
態
に
合
わ
せ
て
使

□
□
回
□
□

子
宮
筋
腫
の
手
術
前
後
に

お
け
る
サ
ナ
モ
ア
の
効
果

武
蔵
野
市
　
カ
ワ
グ
チ
光
線
整
体
療
法
院

川

口
　

一
憲
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
三
二
―
二
三
―
三
九
九
〇

症
例
　
４０
歳
　
女
性

症
状
　
以
前
か
ら
握
り

こ
ぶ
し
大

の

子
宮
筋
腫

（
９

帥
）
を
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
下
腹
部
の
は
り
と
痛
み
、
貧
血

に
よ
る
め
ま
い
等
の
症
状
を
認
め
て

い
た
こ
と
か
ら
、
担
当
医
に
手
術
に

よ
る
摘
出
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
職

業
柄
、
過
労
に
陥
り
や
す
く
、
片
頭

い
、
四
台
の
光
線
治
療
器
を
用
い
た
。

最
初
は
側
臥
位
に
て
、
前
頭
部
、
腰

部
、
臀
部
、
膝
を
２０
分
照
射
し
て
か

ら
、
後
頭
部
、
腹
部
、
膝
裏
、
足
裏

を
２０
分
照
射
。
次
に
、
仰
臥
位
と
し
、

集
光
器
を
用
い
て
、
左
右
の
耳
、
左

有

の
頚
部
（甲
状
腺
）を
照
射
。
さ
ら

に
、
左
有
の
腰
部
、
膝
部
、
足
部
を

・５
分
照
射
し
た
。
約

一
か
月
程
、
治

療
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
皮
膚
症
状
や

む
く
み
は
と
れ
て
き
た
た
め
、
週
に

二
回
の
治
療
と
自
宅
で
の
治
療
を
行

っ
て
い
る
。

痛
や
頚
部
痛
を
認
め
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
、
手
術
に
対
す
る
不
安
が
い
っ

．ぱ
い
の
状
態
で
当
院
に
来
ら
れ
た
た

め
、
サ
ナ
モ
ア
の
効
能
に
つ
い
て
十

分
説
明
し
て
か
ら
治
療
を
開
始
し
た
。

療
法
経
過
　
左
側
臥
位
に
て
、
下
腹

部
（
Ｂ
Ｄ
）
、
臀
部

（
Ａ
Ｂ
）
を
２０
分

照
射
。
次
に
、
右
側
臥
位
と
し
て
、

左
頚
部

（
Ａ
Ｂ
）
、
下
腹
部

（
Ｂ
Ｄ
）

を
２０
分
照
射
。
さ
ら
に
、
腹
部

（
Ｂ

Ｄ
）
、
腰
部
（
Ａ
Ｂ
）
、
膝
（
Ａ
Ｂ
）
、

ン

ジ は
ヨ つ

イ

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
合
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
時
間
に
合
わ

せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ

ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な
い
で
お
け
ば
、

自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定

し
た
光
線
を
放
射
し
ま
す
。

＊

な
お
は
つ
ら

つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ

ョ
イ
ン

ト
カ
ー
ボ
ン
以
外

の
カ
ー
ボ
ン
は

絶
対
に
使
用
し
な

い
で
下
さ
い
。

使
用
上

の
注
意
は
、

「
は

つ
ら

つ

さ
ん
取
扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ

い
。

足
裏

（
Ａ
Ｃ
）

の
全
身
照
射
を
４０
分

施
行
し
た
。
開
始
か
ら

一
か
月
程
経

っ

た
頃
、
光
線
治
療
器

（は
つ
ら
つ
さ

ん
）
を
購
入
さ
れ
、
自
宅
で
の
治
療

を
開
始
。
三
か
月
後
に
は
、
体
調
も

良
好
に
整

っ
た
こ
と
か
ら
、
子
宮
摘

出
の
手
術
を
受
け
た
が
、
術
後
の
経

過
は
良
好
で
あ

っ
た
。
術
前
か
ら
術

後
に
か
け
て
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

を
行

っ
た
こ
と
で
、
全
身
状
態
を
良

好
に
保
ち
、
精
神
面
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
症
例
と
思
わ
れ
る
。
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家
族
の
健
康
は

サ
ナ
モ
ア
で
守
ら
れ
て
い
ま
す

品
川
区
　
　
一二
宅
　
め
ぐ
み
様

子
供
の
頃
か
ら
両
親
が
サ
ナ
モ
ア

を
愛
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
し

た
際
、
母
親

の
勧
め
も
あ
り
、
半
信

半
疑
で
サ
ナ
モ
ア
を
購
入
し
、
体
調

の
悪
い
時
な
ど
に
、
足
裏
を
照
射
し

て
い
ま
し
た
。
大
き
な
病
気
を
経
験

し
た
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
、
は

っ

き
り
と
サ
ナ
モ
ア
の
効
果
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先

日
、
頚
椎

ヘ
ル

ニ
ア
を
患
い
、
頚
部

に
毎
日
１０
分
の
照
射
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
病
院

の
担
当
医
か
ら
、
「
治
り

が
す
ば
ら
し
く
早
い
で
す
」
と
ほ
め

ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
考
え
て
も
、
サ

ナ
モ
ア
の
効
果
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、

き

っ
と
、
子
供

の
頃
か
ら
、
サ
ナ
モ

ア
に
助
け
て
も
ら

っ
て
い
た
ん
だ
と

今
さ
ら
な
が
ら
に
実
感
致
し
ま
し
た
。

両
親
に
葉
書
を
出
す
と
話
し
た
と
こ

ろ
、
父
は
胃
漬
瘍
の
時
、
母
は
肋
間

神
経
痛

の
時
、
と
も
に
医
師
か
ら
、

治
り
が
早
い
と
驚
か
れ
た

エ
ピ
ソ
ー

ド
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
両
親
が

入
院
も
せ
ず
、
元
気
に
ま
だ
仕
事
も

で
き
て
い
ら
れ
る
の
は
サ
ナ
モ
ア
の

お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

サ

ナ

モ

ア
は

頼
り
に
な
る
相
棒
で
す

福
岡
市
　
　
船
瀬
　
衣
子
様

二
十
年
以
上
前
、
光
線
治
療
器
に

出
会

い
、
宇
都
宮
義
真
先
生
の
光
線

療
法
学
を
参
考
に
し
な
が
ら
ず

っ
と

愛
用
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
４０

度
近
い
高
熱
を
出
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
会
社
を
休

め
な
い
と
い
う
息
子
に
、
Ａ
Ａ
カ
ー

ボ
ン
で
足
裏
を

一
時
間
以
上
照
射
し
、

何
と
か
３７
度
ま
で
解
熱
さ
せ
て
、
出

勤
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
近
所
に
住
む
女

の
子
が
、
運
動

会

で
転
び
、
膝
か
ら
胚
に
か
け
て
ひ

ど
い
擦
り
傷
を
負

っ
て
し
ま
い
、
ガ
ー

ゼ
交
換

の
た
め
病
院
通
い
が
続
き
、

な
か
な
か
完
治
せ
ず
に
悩
ん
で
い
た

時
も
サ
ナ
モ
ア
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
サ
ナ
モ
ア
か
ら
、
多

く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
私
の

こ
と
で
は
、
約

一
か
月
前
に
膝
関
節

半
月
板
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
が
、

腫
れ
と
痛
み
が
な
か
な
か
ひ
か
な
い

た
め
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
毎
日
サ
ナ

モ
ア
を
照
射
し
て
い
ま
す
。
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
と

っ
て
、
サ
ナ
モ

ア
は
本
当
に
頼
り
に
な
る
相
棒

の
よ

う
な
存
在
で
す
。

「
獅
嘉
劉
創
劉
口

」一〔いは新れわ「熱い」な」

部
”
を
体
験
し
た
体
験
記
ほ
ど
説
得

欅
¨
”
¨
“
巌
［
”
評
粋
型
薦
嘱
鵜

げ

き
】

け
却
引
鋼
先
ン
測
肛
］

時

＋
′
た
し
ま
す
。

＋
７
　

な
お
掲
載
さ
せ
て
頂
い
た
方

一　
に
は
、
薄
謝
を
贈
呈
致
し
ま
す
。
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本 劣瘍
…


